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たからこそ、開発途上国としての安い労働力と最先端に近い技術と輸出に有利なインフラを結びつけることができた、と著者は中国政府の経済管理能力を高く評価している。中国は輸出指向型の工業化に必要な好循環を作り し、他 発展途上国のずっと先を走るようになったが、 「インドなどは外資を引きつける組み合わせを全て揃えることができない」という。
　世界中にメイド・イン・チャイナ


















ており、このペースを一〇年、二〇年と維持できれば間違いなくアメリカに並ぶ経済大国になり、米 印三大国による世界経済支配が実現しよう。著者の未来図はかなり楽観的である。それまでに成長の制約要因はでて来ないだろうか。資源と環境が大きな制約要因になることは一般に指摘され いるとこ であり、著者も強調している。すで 大気汚染水不足などの環境汚染が深刻化しているが、それらの問題は克服可能と見ている。
（はまうず 　てつお／広島大学名誉教授）
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